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第２２号 ２０１５年５月１９日発行 発行元：九州産業考古学会 

  

『熊本の近代化遺産』熊日出版文化賞受賞に寄せて 

磯田桂史（熊本産業遺産研究会 会長） 

 2013 年 12 月から翌年 1 月にかけて、熊本産業遺産研究会

と熊本まちなみトラストの両団体は、弦書房から、「熊本の近

代化遺産」(上)(下)を出版した。一年後の今年 2 月、この本に

熊日出版文化賞をいただいた。この賞は熊本県内の個人・団

体の著作を毎年熊本日日新聞社が顕彰しているもので、100
点あまりの対象から 3 点が選ばれた。3 点のうちトップ当選

だったらしい。表彰の理由は、同紙の記事によると「かつて

文化財という意識がなかったものが地域の宝になるという時

代の変化を捉えた本。データも豊富でデザインもいい。」とあ

る。ある選考委員の文章には「われわれを育て生かしている

地域の成り立ちと伸長の、根や幹〈頭脳・力・汗〉の形たちがその精神性も包んでさまざま

な立ち位置から訴求してくる。……各ページの内容も緻密ながら簡潔で、機能的でシンプル

な構成フォーマットもやさしく……」と書かれている。なお、7 名の選考委員の一人が、こ

の本の編著者の一人である幸田亮一熊本学園大学学長である。 
 熊本産業遺産研究会は、旧熊本紡績(株)工場解体の危機を機に産業遺産に光をあてるため

2003 年発足、会員約 30 名、12 年の活動歴がある。熊本まちなみトラストは旧第一銀行熊本

支店解体の危機を機に歴史的遺産をまちづくりに活かそうと 1997 年発足、会員約 60 名､18
年の活動歴。これら活動を通じ、調査等執筆のための一定知識は蓄積されていた。これをも

とに比較的短期間の編集かつ各分野の専門家にご協力を願ったため、執筆者は 30 名となっ

た。 
上巻は熊本市及び県央地域を対象とし 45 項目、下巻は県北、県南、天草地域を対象とし 69
項目、合計 114 項目を掲載した。肥薩線開通 100 年を記念して、熊本産業遺産研究会で出版

した「肥薩線の近代化遺産」で取り上げた項目もあり、3 冊で県内を網羅したことになる。 
 2012 年 2 月スタートから出版までほぼ 2 年かかった。目指したのは、現地に持っていけ

る本である。そのため、解説をコンパクトに、項目は地域別にし、その地域は熊本市内では

校区毎に、それ以外の市町村では合併前の市町村の順とし、地域毎にまとまっているように

するなどの工夫をした。しかし、基本的な体裁は福岡県内で既に出版された同種の 4 冊とほ

ぼ同様である。弦書房とともに作り上げられた福岡県関係者に負うところ大である。 
 間もなく明治 150 年、その時点で熊本県内に、どんなものが残っていたか、未来への報告

が出来たと考えている。 
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【報告】 

対馬の近代軍事遺跡見学記 

砂場一明（事務局長） 

 

 大陸と九州との間に浮かぶ対馬は、古代

から日本の玄関口であると同時に、国境の

島という宿命から国防の最前線となり時代

の波に翻弄され続けた。近代においても、

明治 20 年（1887）から、ロシアの脅威に

備え要塞建設が始められ、太平洋戦争時ま

でに 30 を超える堡塁・砲台が築かれ、今

もその多くが残存している。そこで昨年

（2014）九州産業考古学会では、有志 10
人で対馬の近代軍事遺跡を訪ねてみた。 
 9 月 13 日（土）夜 11 時、博多港ターミ

ナルに集合し、日付が変わる午前 0 時 10
分出港のフェリーに乗り込み船中泊となる

が、眠りに入るも束の間、夜明け前の 4 時

40 分には厳原入港を告げる船内放送で起

床。下船の準備に追われた。 

 
写真 1 上見坂（かみさか）堡塁跡 

 見学用の車をレンタルし、厳原の市街地

からも近い、上見坂堡塁跡をまず訪れた。

明治 35 年に竣工したこの堡塁は、浅茅湾

砲台群の背面防御を目的に築かれた陣地で、

コンクリートと煉瓦・切石で整然と造られ

た砲座・弾薬庫・兵舎・避難所・門柱など

が残っている。跡地は公園化され浅茅湾（あ

そうわん）が一望できる絶好の展望所とし

ても知られ、一同その景観に見入っていた。 
この浅茅湾は入り江が複雑に入り組み、艦

隊泊地に最適だったため、海軍は明治 29
年に「軍港」に次ぐ軍事拠点「要港部」を

竹敷に設置している。要港部の本部があっ

た所は現在海上自衛隊対馬防備隊とあって

施設内へ立ち入ることはできなかったが、

石垣護岸などは当時のままの重厚な美しさ

を見せていた。 

 

写真 2 深浦水雷艇隊基地跡 

自衛隊脇の山道を車で暫く行くと、入海に

出るが、ここが深浦水雷艇隊基地跡で、岸

壁には小舟やボートが係留されている。入

り江の最奥部には、ロシアの捕獲艦を修理

したというドッグ跡も見える。官舎なども

あったという広い跡地には、用途不明な構

造物があちこちに見られ、研究者には堪え

られない遺跡であろう。平成 23 年（2011)
には、「土木学会選奨土木遺産」に認定され

ている。 
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写真 3 万関瀬戸（久須保水道） 

 国道に戻ると、ほどなく対馬の上島と下

島を繋ぐ赤いアーチ橋・万関橋が見えてく

る。この橋が架かる万関瀬戸（久須保水道）

も軍事遺産といえよう。 
浅茅湾から対馬海峡東水道に抜ける水雷艇

の航路を確保するため開削されたもので、

ダイナマイト以外は人力のみという難工事

の末、明治 34 年に完成している。 
 万関橋を渡り、上島に入ると険しい山々

が海岸まで迫り、集落が海辺に張り付くよ

うに開かれている。正午過ぎに、北部の玄

関口である比田勝（ひたかつ）に到着した。 
 午後からは、対馬の最北端に、陸軍が約

5 年を費やして昭和 9 年（1934）に完成さ

せた豊（とよ）砲台の跡に向かった。今回

の探訪のハイライトとなる豊砲台は、岩山

を刳り貫いて築いた地下式の砲塔砲台で、

その入り口は、鉱山の坑口を思わせるよう

だった。砲塔砲台というのは、戦艦用の砲

塔をそのまま砲台に設置したもので、ここ

に転用された砲塔は、戦艦「陸奥」クラス

のもので、40 糎カノン連装砲塔の砲身は長

さ 18.5 メートル、重量 108 トン、射程 3
万メートルに及び、当時は東洋一の砲台と

して日本海を威圧していた。 
 分厚いコンクリートで固められた洞窟内

にある施設は、戦後占領軍によって一部破

壊されたが、比較的状態は良い。巻揚機室

や動力機室などが並ぶ長い通路を通り抜け

ると、回廊式砲側弾薬庫に囲まれた直径 6
メートルを超す砲塔井の内部に出る。まる

で巨大な井戸の底に立って居るようで、見

上げると丸い青空が見える。砲台を覆って

いる岩山に登ると、砲塔井内から見上げた

砲塔設置部の跡を間近に見ることができた。 

 
写真 4 豊砲台跡 

 見るもの全てに圧倒された豊砲台跡地か

ら車で数分の高台にあるのが、釜山の街並

みが見える韓国展望所で、展望台は韓国風

建築様式をしている。その横に建つ碑が、

「朝鮮国訳官使殉難之碑」で、碑文には「元

禄 16 年（1703）朝鮮国から、対馬新藩主

の継承を祝うため来島しようとした使節団

が、天候急変で遭難。朝鮮国 108 人・対馬

藩士 4 人の計 112 人が死亡した」とある。

対馬と朝鮮国との深い交流のあとがうかが

える。この日も、韓国からの観光団が多く

訪れており、国境の近さを実感した。 
 最後の訪問地となる東海岸の茂木浜で、

ロシア・バルチック艦隊ナヒモフ号の艦載

砲を見学したが、この貴重な遺産も露天で

潮風に晒されていたのが気になった。 
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写真 5 ナヒモフ号艦載砲 

対馬島内縦断往復 200キロメートルを踏破

し、厳原の町を見下ろす高台に建つ宿坊「西

山寺」に入った。慶応 2 年（1866）まで、

対朝鮮外交機関だった「以酊庵（いていあ

ん）」が置かれていた由緒ある寺ということ

で、研修旅行に相応しい宿であった。 

 翌日は宗家 10 万石の城下町、金石城庭

園、万松院、対馬歴史民俗資料館などを散

策し、13 時 15 分出港の高速船で対馬を離

れた。 
 近年、戦争を知る世代が減少していく中、

各地に残る戦跡を保存しようとする動きが

広がっている。戦跡の調査･保存を進める研

究者によれば、「陸海軍が持っていた技術や、

近代化に果たした役割を冷静な目で再評価

し、戦争遺跡を正確に調査・記録していく

時期ではないか」と説く。奇しくも今年は

戦後 70 年。筆者も同じ思いだが、戦争そ

のものの悲惨さは永久に忘れてはなるまい。 
最後に、見学会の全てに亘り尽力頂いた市

原猛志会員並びに全行程を安全運転に徹し

ハンドルを握って頂いた尾崎徹也会員に心

よりお礼申し上げます。

 

宿坊「西山寺」での記念写真 
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【報告】 

「明治日本の産業革命遺産」ICOMOS 登録勧告に接して 

市原猛志（事務局・北九州 COSMOS クラブ理事） 

 

 2015 年 5 月 4 日午後 8 時 30 分頃、テレ

ビのテロップから「明治日本の産業革命遺

産 ユネスコの世界遺産に登録を勧告」と

の速報が流れ、長年の労苦がひとつ形にな

ろうとしていることに、ただ感慨を禁じ得

なかった。 
旧名称「九州近代化産業遺産群」の世界遺

産構想におけるそもそもの発端は、2003
年の NPO 法人軍艦島を世界遺産にする会

の設立や同年北海道赤平市で開催された鉱

山ヒストリー会議等に源流を見ることがで

きるが、やはり大きな流れに結びついた出

来事としては 2006 年、民間まちづくり系

ＮＰＯ連合としての「九州伝承遺産ネット

ワーク」の設立と九州知事会による世界遺

産への提案が挙げられよう。 
 九州産業考古学会では、今回の世界遺産

登録運動に対して、私市原をはじめ、当初

から多くの会員が関わり、今回の成果にも

幾ばくかの貢献を行っている。本稿では、

今回の世界遺産登録にかかる九州産業考古

学会の取り組みについて、過去の誌面を振

り返りながら、世界遺産に関わった人びと

の足跡に触れてみたい。 
 
 九州産業考古学会報での今回の動きの初

見は、会報 5 号に遡る。2005 年 8 月に開

催された「九州の伝承遺産シンポジウム

2005 長崎」では、端島炭鉱の事例を軸に鹿

児島や大牟田、熊本など今回の構成資産を

形成する各県の取り組みが紹介され、九州

各地の産業遺産保存団体によるネットワー

ク設立への提唱がなされた。 
翌 6 号では、「九州伝承遺産ネットワーク

協議会―その理念と方向―」として NPO
法人軍艦島を世界遺産にする会理事長の坂

本道徳氏により、九州各地に遺る各種の産

業遺産をはじめ多くの魅力あるものごとを

地元地域から発信することを提唱した。こ

の年は、福岡県飯塚市にある伊藤伝右衛門

邸の保存も決まった年でもあり、従来のス

クラップアンドビルドの流れから産業遺産

にとって転機となった年とも言える。 
 

 
写真 九州伝承遺産ネットワーク準備会合 

 
2008 年に発行された会報 11 号では、「軍

艦島世界遺産暫定リスト報告会開催」とし

て筆者が小文をまとめた。九州知事会によ

る世界遺産への提唱は、ひとまず世界遺産

国内暫定リストとして選ばれる形でひと段

階を越え、ここから海外委員等による厳し

い選別が行われることになる。 
その後しばらく紙面での紹介はなくなって

いるが、この間海外からの有識者が候補地

を訪れ、伊藤伝右衛門邸や田川の竪坑櫓、

下関など当初構成資産となっていた施設が

ストーリーの中で外された。一方で九州国
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際大学での世界遺産講座が催される（会報

13 号）など、一般市民への普及活動も徐々

に行われている。筆者も海外委員を案内す

るメンバーの一員として、この間北九州地

域の構成資産へ何度となく足を運んでいる。

20 号にて紹介した台湾におけるワークシ

ョップ参加も、実は今回の世界遺産構想に

若干の影響を与えていることをこの紙面で

述べておきたい。 
 

 
写真 世界遺産海外委員等視察（北九州） 
 
昨 21 号では、筆者が「産業遺産国際会議」

報告を行い、東京における当該世界遺産候

補の広報活動に接すると共に、海外の研究

者からによる最新の知見を得ることが出来

た。この後に秋の ICOMOS からの海外委

員視察を迎えることになるが、以降につい

ては各種の報道で明らかなとおりである。 
 
 登録勧告に接し急激に高まった注目度と

それに同期した各報道を通じて、今回の世

界遺産構想に触れた方は数多いかと思う。

銑鋼一貫生産を行う製鐵所や造船業などの

重化学工業現役施設を含めた今回の世界遺

産構想は、直感的な理解が難しく、また東

北から鹿児島までの広いエリアをストーリ

ーでまとめた世界遺産は、これまでの日本

の世界遺産にはなかったもので、戸惑う方

も少なからずいることは間違いない。 

 しかしながら、今回の構想は 10 年以上

の歳月をかけ、国内外専門家による度重な

る議論を経た上で現状に至ったことが多少

ご理解頂けたかと思う。 
今後、7 月の UNESCO 世界遺産委員会に

おける本登録を控え、多くの報道が皆様を

九州各地のまた他地域の世界遺産候補へと

誘うかと思うが、その陰にはこの構想に関

わった方々の労苦に思いをはせて頂ければ

幸いである。 
 
 最後に、九州伝承遺産ネットワーク坂本

道徳会長を始め、加藤康子様、岩本謙吾様

等今回の世界遺産構想に関わった数多くの

方々に心より感謝申し上げます。また今回

の報告に接することなく、昨年お亡くなり

になった、TICCIH 前事務局長スチュワー

ト・スミス氏に改めて、心より哀悼の念を

表します。 
 

 
 

【報告】 

九州産業技術史研究会紹介 

 

市原猛志（事務局） 

 

日本産業技術史学会九州支部を母体として

発足した九州産業技術史研究会は、2013
年より九州大学大橋キャンパス（旧九州芸

術工科大学）定期会合の会場にして、石村

眞一先生（九州大学名誉教授、現在郡山女

子大学特任教授）、藤原惠洋先生の主宰によ

り月一回程度の定期的な会合と研究発表を

行っている。 
産業技術史は産業考古学と研究対象及び年

代をほぼ同じくしている学際的研究分野で

あり、分野としては最も近いもののひとつ

と言えよう。定期的な参加メンバーには私
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市原や大石会長、藤木会員などもおり、九

州産業考古学会と相互補完的な機能を果た

しながら、九州の産業遺産研究をより深化

出来ればと考えている。 
今年度の定期会合は、６月を除き毎月第４

火曜日を原則としている。詳しい日程につ

いては、九州大学藤原研究室に問い合わせ

願いたい。 
 

 写真 九州産業技術史研究会定期会合 

 

【書籍紹介】 

後藤惠之輔著『新長崎ことはじめ』 

 

木元富夫（顧問） 

 

 近世から現代に及ぶ事物や風俗で、「長崎

からはじまった」「日本発！世界初！」の「こ

とはじめ」を面白く、やさしく紹介したも

のである。著者は九州産業考古学会の重鎮

でもあるが、専門性に裏打ちされた洞察力

と幅広い好奇心を背景に、文化編に始まっ

て教育・科学技術・産業・交通・生活・食

物から災害編に至るまで、長崎市・長崎県

下の多くの先駆的事例が紹介されている。 
「長崎ラベンダー」は高校生が発見した新

品種、日本初の「熱気球」は梅香崎から飛

揚、日本の歴史上最初に産銀報告がなされ

たのは「対馬銀山」、日本にトロール漁法を

導入したのは「グラバーの息子」、日本初の

鉄筋コンクリート造り「軍艦島の高層アパ

ート」のモデルはニューヨークの摩天楼、

日本のハム・ソーセージは出島で生まれた

等々、後藤先生はこんなことまで調べてい

たのかと思わされる。のみならず、著者考

案の「世界初のアイデア、空き缶を道路盛

土に」した「空き缶道路」や、「国内外に大

反響を巻き起こ」した「雪解け水の海上備

蓄」構想、防災研究から「NASA よりも 10
年早かった！私の地震予知法」などの事始

めがさり気なく挟まれている所がすごい。 
 評者が個人的に感慨を覚えたのは、「青函

連絡船から海上ホテルへ」転身した「旧大

雪丸（ホテル・シップヴィクトリア）」の項

目で、かつて私はこの長崎港の海上ホテル

に泊まったことがある。長崎の夜景と広々

とした泊り心地は素晴らしく、また行きた

いと思っているうちに船はどこかへ「出航」

してしまった。本書には興味深いエピソー

ドが書かれているが、そういうことならも

っと丁寧に船内見学をしておくんだったと

思ったことである。 
 話題の多彩な反面、もっと詳しく知りた

いと思う所もあるが、それは巻末に豊富に

挙げられた参考文献で補って欲しいと言う

のが著者の意図だろう。長崎の名物教授と

謳われた著者（現長崎大学名誉教授）の長

崎への愛情が溢れんばかりの内容で、産業

考古学徒にとって示唆に富んでいる。なお、

本書を補完するものとして、同著者による

『長崎雑学紀行』（長崎文献社、2006 年）

と長崎県編『長崎県文化百選 事始め編』（長

崎新聞社、1997 年）があることを申し添え

る。（長崎文献社、2013 年、本体 1400 円） 
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◇◇会報原稿募集（会員外でも応募できます！）◇◇ 

 『九州産業考古学会報』への積極的な投稿をお願いします。募集原稿は【報告】（700 字

～1400 字程度）や【研究発表】（1400～2800 字程度）、【お知らせ】（400 字以内）など。 

いずれも図表を入れる場合文字数要調整。また紙面の都合上、文面レイアウトに関して編集

側で変更する場合があります。投稿に関する詳しい情報は学会ウェブサイト及び事務局まで。 

 

■■会報第 22 号・目次■■ 

今後の予定 会費納入・ご寄付のお願い 
 当会は年会費を個人会員 2000 円、団体会員

は 5000 円それぞれ徴収しています。当会の趣

旨をご理解頂き、会費納入或いはご寄付の程、

どうぞ宜しくお願い申し上げます。 
 
 会費納入・寄付先口座（一覧） 
 ・ゆうちょ銀行 17430-88882241  
  キュウシュウサンギヨウコウコガツカイ 
  ・福岡銀行大牟田支店（店番 691） 
  普通 1914369 九州産業考古学会 

７月 
26 日 

年次総会（福岡市東区・九

州大学箱崎キャンパス） 
９月 TICCIH 第 16 回大会 

（フランス・リール） 
10 月 
16 ～

19 日 

全国石炭産業関連博物館

等研修交流会（福岡県大牟

田市） 
10 月 
24 ・

25 

産業考古学会全国大会（新

潟県柏崎市） 

 会報 23 号発行 
＜編集後記＞ 

 「明治日本の産業革命遺産」の UNESCO 世界遺産本登録の可能性も高まり、今号では急遽一

文をまとめた。中間市の製鐵所遠賀川水源地ポンプ室には、登録勧告後の 5 日間で 1000 人もの

観光客が訪れたという。10 年前なら、冗談に聞こえる話である。かつて産業遺産に関する世間の

認識は極めて低いものであったが、諸制度の整備と認識変化に伴って今回の世界遺産登録勧告へ

と結びついた。産業遺産への注目度は今後もますます高まってくるのではないか。少数精鋭の現

状では難しいことが多いが、この注目に応えられるような組織・研究体制でありたいと思う。（市

原） 
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